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 もやい ３１年度 第４回定例会議事録 

 

日 時 ： ５月 16 日（木） 13：00～15：００ 

場 所 ： 支援センター会議室 

出席者 ：田中、大福、添田、廣川、久保田、高橋、石見（欠 植村、） 

 

【１】 もやいの令和１年度定期総会開催について各書類の確認をした 

①日 時：令和１年５月１６日（木） 

②場 所：八王子市市民活動支援センター 会議室 

１．審議事項 

第１号議案 平成３０年度事業報告 

第２号議案 平成３０年度活動計算書 

八王子共生社会推進会議 貸借対照表 

八王子共生社会推進会議 財産目録 

会計監査報告 

第３号議案 平成３１年度事業計画 

第４号議案 平成３１年度活動予算書（案） 

第５号議案 議事録署名人の選任 

 

【２】 WAM 平成３０年度完了報告の内容を確認した 

①自己評価表 

②成果物一覧 

・地域福祉運転者講習会のご案内 

・外出支援啓発用チラシ 

・第１回勉強会報告書 

・第２回勉強会報告書 

・事業終了報告書 

・運転者講習会テキスト 

・移動支援相談室カー 

 

【３】  トヨタ基金プロジェクトの運営について確認した 

①運営委員会の設置とメンバーと謝金（3,000 円／回と交通費実費） 

・メンバー ： 野浦（絹一）、依田（みつい台）、坂野（きよぴー）、浅川（ティタイム） 

森山（行政）、小峯（社協）、センター会議メンバー 

②デザインデポ（車両管理システム・運営管理システム作成） 

③運営のイメージ図他事後湯内容等を確認した 

 

【４】 その他 

① ＜次回定例会＞  
 

 日時： 平成３１年６月６（木） １５：００～１７：００  （開催時間注意） 

 場所： 市民活動支援センター 会議室       
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（2019/05/11） 

 

八王子共生社会推進会議 

「トヨタ基金プロジェクト」の活動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トヨタ・モビリティ基金、 「地域に合った移動の仕組み作り」に向けた活動助成金 
 

一般財団法人トヨタ・モビリティ基金（Toyota Mobility Foundation。以下、「TMF」）は、「地域
に合った移動の仕組み作り」に取り組む日本国内の地方公共団体や NPO等を支援する助成
金プログラムです。 
TMF は 2016年より、過疎化による公共交通の縮小や高齢化によって発生した移動課題の

解決のための新たな仕組みづくりを行うプロジェクトや、地域に合った移動の仕組みの作り
方や全国の好事例を紹介するガイドブック発行などを行ってきました。 
地域の様々な分野（交通、福祉、教育、医療、観光等）で活動する多様なプレイヤー（行政、市

民、公共交通事業者をはじめとした企業、ＮＰＯなど）の連携が重要であり、結果を「地域に合
った移動の仕組み」Web サイトで紹介し、同様の活動を行う方々にとって情報共有の場を提
供すること目指します。 

 
 
 
 

特定非営利活動法人 八王子共生社会推進会議 
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八王子市地区団体連携組織による移動・送迎支援 

ネットワーク構築モデル事業(イメージ図) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

八王子市福祉部 事務局 

八王子市社会福祉協議会 

八王子共生社会推進会議 

支援連携組織(圏域１) 

社会福祉法人１ 

町会 1 

町会 2 支援団体１ 

支援団体２ 町会 3 社会福祉法人 2 

 
運転者講習 
コディネート 
移動相談 
運営相談 

 
 

支援団体登録 
運営費補助金 

 

支援連携組織(圏域６) 

社会福祉法人１ 

町会 1 

町会 2 支援団体１ 

支援団体２ 町会 3 社会福祉法人 2 

買い物支援 
通院支援 
外出支援 
サロン送迎 
町会行事送迎 

買い物支援 
通院支援 
外出支援 
サロン送迎 
町会行事送迎 

支援連携組織(圏域２)  
 
・ 
・ 
・ 

支援連携組織(圏域５)  

町会１住民 

町会２住民 

町会３住民 

町会１住民 

町会２住民 

町会３住民 
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【1】自前の車両による計画的な移動・送迎支援 

目的：移動困難者を活動場所への移動・送迎支援を行い、高齢者の生きがい探しや健康寿命を延ば

すこと 

内容：車利用による有償ボランティアでの移動・送迎支援 

 

【2】運転者講習等による人事育成 

目的：安心・安全を確保した活動員の育成 

内容：講習会などで安心・安全を担保するための基本知識の習得や交通関連法律の理解 

 

【3】運営委員会によるネットワーク化の推進 

目的：今後の事業を効率的に運営・継続するための事業の在り方の研究 

内容：活動団体による運営委員会を開催し、課題の抽出や解決策を研究する。 

 
 
ご協力いただいている団体・研究者等 
 
(1)社会福祉法人八王子市社会福祉協議会 支え合い推進課 

 活動団体、サロンの等の推進活動の情報提供 
  
(2)一般社団法人八王子自治研究センター 理事長 藤岡一昭 氏 

 地方自治関連情報が豊富で、行政との窓口として指導 
  
(3)桜美林大学 社会福祉教授 島津 淳 氏 

 福祉全般についての専門家、多摩地区福祉有償運送協議会会長 
  
4）特定非営利活動法人八王子市民活動協議会 

 市内にある NPO団体への働きかけ相談 
  
(5）数井クリニック 院長 数井 学 氏 

 在宅医療に関する八王子での第一人者で在宅医療関係の情報提供 
  
(6）特定非営利活動法人ケアセンター八王子 

 15年前より訪問介護・生活支援、福祉有償運輸事業を実施 
  
(7）医療経済研究機構 研究部研究員 服部真治 氏 

  全国的レベルでの生活支援状況などの情報が豊富、シンポジウムの講師多数 
  
(8）国土交通省 国土交通政策研究所 研究官 石井義之 氏 

法政大学在籍中、八王子での活動が豊富で、高齢者福祉にも精通している 
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〇 今年度の重点目標 

 

【1】 シンポジウムの開催 

（1）日 時：2019（令和元年）○月○日 八王子労政会館 第１会議室 

（2）テーマ：〜〜実施事例に学ぶサービスＢ＋Ｄ課題と対策〜〜 

（3）講 師：服部真治氏 医療経済研究機構研究部主任研究員 

辻野文彦氏 八王子市高齢者福祉課 

（4）対 照：生活支援団体、市民、包括、ケアマネ、社会福祉法人 等 （全体で 80人位） 

 

【2】 丘台連絡会（と絹ヶ丘・片倉台、北野台連絡会）と移動・送迎支援での連携実験 

・活動団体：ハモニカ（数井 学先生）が市指定の登録団体となったので既存の丘台連絡会

と連携し、移動・送迎支援の実験を行う。（場合によってはシンポジウムで発表） 

 

 

【3】「いきがい・助け合いサミット in 大阪」 

に参加（パネルセッションで活動紹介） 

・日時等：９月９日（月）、10 日（火） 

 大阪府立国際会場（グランキューブ大阪） 

・服部真治氏、市・福祉部辻野主査が講演 

（この講演と連携した PR活動を行いたい） 

・テーマ「行政や SC、協議体などによる後方支援、 

特に補助をどのようにすればよいか」 

・八王子のこの活動を全国レベルのセミナーで発表 

（社協ともやいの共同発表） 
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21 年度  22 年度 23 年度  24 年度  25 年度  26 年度  27 年度  28 年度  29 年度  30 年度
シニアクラブ数 261 251 238 225 218 210 209 210 205
ふれあい・いきいきサロン 65 75 81 85 91 105 113 132 140

要支援・要介護 18,334 19,175 20,076 21,280 22,860 23,900 25,005 25,631 26726
利用者数 14,191 14,692 15,438 16,465 17,671 18,696 19,676 21,108 20544
介護サービス事業者数 541 561 600 632 686 722 756 752 747
標準給付費額（億円） 245.8 257.7 270.9 290.0 307.3 325.7 334.8 336.1 364.0

地域資源の推移
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2018 年度 


